
最先端の光の創成を目指した最先端の光の創成を目指した
ネットワーク研究拠点プログラムの概要ネットワーク研究拠点プログラムの概要

光科学技術に関するポテンシャルと光の利用分野のニーズ
を効果的に結合し、最先端の光源・計測手法等の研究開発を
行うとともに、次世代を担う若手人材の育成を目指すもの。

○平成20年に公募、平成29年まで(10年間)

資料２－３
科学技術・学術審議会 先端研究基盤部会
光・量子ビーム研究開発作業部会（第1回）

平成24年2月27日
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＜先端光量子科学アライアンス＞＜先端光量子科学アライアンス＞

約５００ｍ＜融合光新創生ネットワーク＞＜融合光新創生ネットワーク＞

生体内の分子の瞬間の動きを
とらえる極端パルス光源

周波数や出力が安定され
た光源で始めて可能と
なった、次の“1秒“の世界

標準を決める光格子時計

次世代型レーザ光源となる

フォトニック結晶レーザ レーザを増幅させる

新機能性材料

（透明セラミック素子）

【目標】
本拠点が有する究極的に周波数や出力が制御された光源や小型汎用高出
力レーザー等の基盤技術を活用し、高強度極端パルス光源や高純度コヒーレン
ト光源など「光波の完全制御」を目指した次世代光源に関する研究開発・人材育
成を行う

【期待される成果】
上記光源の活用により、バイオイメージングやスピンフォトニクス材料などの新
規光材料の開発などの利用研究が可能となり、幅広い分野において光の利用
研究が実現。基礎科学から新産業基盤創出にまたがる光科学のネットワーク
拠点が形成される。

【目標】
本拠点が有する世界トップレベルの技術である「フォトニック結晶」（一

瞬で波長の可変が可能）などに代表される基盤技術と、これまでに培っ
た「超高強度レーザー」に代表される技術との融合により、テラヘルツ～
Ｘ線に至る超広帯域の高品位高輝度光源（QUADRA）を開発する。

【期待される効果】
上記光源の活用により、量子制御技術によるナノ物質や生体分

子等における反応の制御・観測や超高圧状態による新規物質創成
など、幅広い分野において光の利用研究が可能となり、基礎科学
から新産業基盤創出にまたがる光科学のネットワーク拠点が形成
される。

QUADRAQUADRA
低エントロピー化加工

電子選択励起

コヒーレントフォノン制御

光量子制御ファクトリ―

超微細低エントロピー加工

量子制御同位体分離・廃棄物処理

環境・
エネルギー分野

生物構成物低熱
負荷加工

構造改変と新物質創成

材料・ナノ分野

医療分野

基礎科学分野

不安定核生成
反物質創成

超省エネルギーパワー照明

光社会インフラQUADRAQUADRA
低エントロピー化加工

電子選択励起
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環境・
エネルギー分野

生物構成物低熱
負荷加工

構造改変と新物質創成

材料・ナノ分野

医療分野

基礎科学分野

不安定核生成
反物質創成

超省エネルギーパワー照明

光社会インフラ



先端光量子科学アライアンス

東京大学

慶応義塾大学

東京工業大学
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光格子時計
強光子場中の物質科学
光量子制御

パルス光波制御技術

高光耐性新物質開発

新光機能材料

人材育成

先端光量子科学アライアンス

光波の完全制御技術による光科学

・トップサイエンスの融合により、光科学の革新を先導

周波数安定化ＣＷ光技術と極短パルス技術の融合

・先端施設を協働の場として開放し共用

技と知と人の融合連携促進

・次世代高度人材育成：質と量の充実

産学の協働により、優秀な博士人材を産業界へ

・光イノベーションモデルの提示

グローバル＆オープンでかつ企業が参加しうる制度・環境

理化学研究所

アト秒パルス発生計測

ＥＵＶ技術への導入

光原子時計・周波数精密制御

我が国発の時間標準技術

秒の世界標準を

アト秒パルス光発生計測
“瞬間”の中を覗く

電子の動きを捉える

高出力安定小型固体レーザー

新型レーザーを産業技術へ

次世代光科学の為の材料研究

新材料開拓・光劣化機構の克服

トップサイエンスの融合：各機関の役割

極限光波制御

ベクトル波操作

電気通信大学

新固体レーザー開発

高強度コヒーレント光波制御技術



装置

フォトニック結晶型面
発光レーザー

素子等のデバイス開
発

高出力レーザー、
プラズマデバイス
光学材料の開発

高精度の超短パルス
光計測・制御技術等

の開発

繰り返し極短パルス超
高強度レーザーの開

発

① 高品位高輝度光源（QUADRAs）の開発と応用
（連携による融合技術、新光源応用を図る）

励起用など超小型高
効率光源の開発

高繰返し・高強度・マルチ
光源の実現と応用

量子制御
の実現

京都大学
大阪大学

ＪＡＥＡ

分子研

融合光新創生ネットワーク

拠点の目標

② 若手人材育成
理解力・判断力・行動力を備えた国際性豊かなリーダー

を育成。産業界、国際的な研究機関と連携した実践教育

③ 先端光源等の供用によるユーザーの開拓
既存の共同利用システムの有効活用とポテンシャル

ユーザーの意見を取り入れた開発と利用

高品位・高繰返し・高強度光の実現

半導体レーザー、光デバイス・材料技術
⇒ 高効率励起光源、省エネルギーデバイス

位相制御高強度レーザーによる量子制御
⇒ 量子制御同位体分離による廃棄物処理

若手人材育成プログラム

＆

先端光源等の供用

＆

ポテンシャル(強み）の結集・融合

・ 世界レベルの研究環境、国際連携を
いかした実践プログラム

・光科学を基軸とした学際的な教育環
境

・企業との連携（実践教育）
⇒ 複線的なキャリアパスの実現

・ 光源、診断機器等、最先

端装置の効率的、効果
的な共同利用による賢
いユーザーの開拓・養
成

・kHz級高繰返し・超短パルス高強度レーザー開発
拠点内の新材料・デバイス・システム技術の統合

・超小型高輝度高品位レーザー・発光体の開発
拠点内の先進材料・デバイス技術の融合

・先進光源を利用した国際競争力ある応用展開



中間評価結果概要

（共通事項）
両拠点間でより密接な情報交換を進め、経験や知見を相互に共有し活用するなど、プログラム全体として優れた成果が出
るように一層努力すべきと考えております。

○ 研究開発は個別の取組については順調に進捗しており、産業界と連携した人材育成の
取り組みがなされるなど、引き続き推進されるべきであるが、課題全体としての取り組み
が見えづらいなど改善を要する点もある。

○ 今後は、研究開発については、要素技術と併せてシステム全体の構成をよく考えて応用
の視野を入れながら進める必要があるとともに、人材育成については、各参画機関内で
の若手育成等の成果を外に広めていくことが求められる。

【課題概要】フォトニック結晶などに代表される質の高い光技術と、超高強度レーザーなどに
代表される強い光技術との融合により、超広帯域の高品位高輝度光源を開発するととも
に、国際的な視点に立った若手リーダーを育成

リング型光源とレーザーを
用いた光発生とその応用
（分子研 他）

○ 研究開発は順調に進捗しているほか、人材育成の取り組みはアカデミアと企業に優秀
な人材を輩出することを目標に非常に効果的に機能しており、引き続き推進されるべき。

○ 今後は、応用的な研究開発への道筋の検討や、人材育成のグローバル化と産学連携
の一層の強化が期待される。

【課題概要】究極的に制御された光源や小型汎用高出力レーザーといった次世代光源開拓
とその高度利用による新しい光量子科学の発展を目指し、研究と人材育成・教育を行う
世界をリードする拠点を形成

超伝導加速による次世代
小型高輝度光子ビーム源
の開発（高エネ研 他）

課題概要及び評価概要課題名

平成22年6月～7月に、本事業の中間評価検討会を実施し、中間評価結果を取りまとめ。その後、同年８月に科学技術・学術

審議会のナノテクノロジー・材料委員会及び計評分科会に報告。本プログラムの評価結果概要は以下の通り。


